

























成25年12月までの3年 間に,奥 羽大学歯学部 附
属病院小児歯科外来に来院 した患者の うち,全 身
麻酔下で処置 を施行 した238症例(男 児167症例,
女児71症例)と した。診療録並びに問診票をも
とに,対 象者の年齢分布,性 別,通 院時間,紹 介
の有無,全 身麻酔施行理由,入 院または日帰 りの




23年の3月 と4月 で著 しく少な く,全 体的には
平成23年か ら平成25年にか けて増加 していた。
全身麻酔症例数は,平 成23年で56症例,平 成24













3月,4月 は症例数が減少 したが,本 学小児歯科
の患者数は年々増加 していた。 また,日 帰 り症例
で広汎性発達障害等の患者が増加 したのは,入 院
環境に適応 しづ らいため選択 されたと考 えられた。
日帰 りでの対応が可能なことは保護者にとっても
負担軽減 となり,当科での全身麻酔下処置につい
て も理解が得やすいと考 えられた。齲蝕歯数は
年々減少傾向にあるが,当 科 に来院する低年齢児
の治療の大半は齲蝕処置であり,ま た一次医療機
関からの紹介の多くは,通 常の対応が困難な小児
であることから,大学病院の中の専門分野 として
当科のニーズが年々高まっているものと考 えられ
る。
　今後も治療はもちろん,齲 蝕予防を含めた口腔
管理についても地域連携 を密にし,高次医療機関
としての役割 を果たしていきたい。
